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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 6,211 12.6 353 3.1 437 6.3 281 △0.9

2025年３月期 5,515 △10.9 343 17.1 411 3.3 283 △0.4

（注）包括利益 2026年３月期 393百万円 （51.8％） 2025年３月期 259百万円 （△31.2％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2026年３月期 154.22 － 5.9 6.8 5.7

2025年３月期 155.55 － 6.3 6.0 6.2

（参考）持分法投資損益 2026年３月期 －百万円 2025年３月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年３月期 6,358 4,937 77.5 2,704.06

2025年３月期 6,533 4,599 70.3 2,520.69

（参考）自己資本 2026年３月期 4,927百万円 2025年３月期 4,593百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2026年３月期 227 △204 △209 2,549

2025年３月期 94 △24 △269 2,735

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00 55 19.7 1.2
2026年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00 55 19.9 1.2
2027年３月期（予想） － 0.00 － 30.00 30.00 16.0

（％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 6,700 7.9 500 41.3 570 30.2 350 24.5 192.08

１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）配当金総額には「従業員向け株式交付信託」の信託口に対する配当金支払額（2025年３月期１百万円、2026年３月期１百万円）を含んでお

ります。

　　　配当性向は、この配当金総額を親会社株主に帰属する当期純利益で除して算出しております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期 1,862,254株 2025年３月期 1,862,254株

②  期末自己株式数 2026年３月期 40,013株 2025年３月期 40,115株

③  期中平均株式数 2026年３月期 1,822,147株 2025年３月期 1,822,541株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 5,124 12.7 292 3.2 315 9.2 202 14.7

2025年３月期 4,548 △9.8 283 12.1 288 △17.2 176 △28.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 111.31 －

2025年３月期 97.02 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 4,927 3,940 80.0 2,162.40

2025年３月期 5,238 3,727 71.2 2,045.49

（参考）自己資本 2026年３月期 3,940百万円 2025年３月期 3,727百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式には「従業員向け株式交付信託」が保有する自己株式が含まれてお

ります。

（参考）個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（２）個別財政状態

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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前連結会計年度 当連結会計年度 前期比(%)

売　 上　 高 型 枠 貸 与 事 業 1,654 1,527 △7.7

製 品 販 売 事 業 3,861 4,684 21.3

計 5,515 6,211 12.6

営　業　利　益 型 枠 貸 与 事 業 223 59 △73.4

製 品 販 売 事 業 120 294 145.0

計 343 353 3.1

経　常　利　益 411 437 6.3

親会社株主に帰属する当期純利益 283 281 △0.9

1株当たり当期純利益 155.55 154.22 △0.9

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が進み、景気の緩やかな回復が継続しましたが、

アメリカの通商政策による影響や物価上昇に加えてエネルギー価格の上昇と金融資本市場の変動等が懸念され、依

然として景気の先行きは不透明な状況が続きました。

建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移しておりますが、労務費、建設資材価格の上昇や雇用需給の逼

迫により、引き続き厳しい経営環境となりました。

このような経営環境のもと災害復旧事業が漸減しているなかで、当社グループは、公共土木施設の強靭化へ向け

た製品展開と利益向上への取り組みを行い、併せて効率化施策を継続実施した結果、当連結会計年度における売上

高は、6,211百万円（前期比12.6％増）、営業利益は353百万円（前期比3.1％増）を計上し、経常利益は437百万円

（前期比6.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は281百万円（前期比0.9％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　型枠貸与事業

前年度までの台風や集中豪雨による災害復旧事業及び改修事業の減少傾向の中、売上高は1,527百万円（前年同

期比7.7％減）となり、営業利益は59百万円（前期比73.4％減）となりました。

②　製品販売事業

河川用護岸ブロックおよび土木シート製品の出荷量が増加し、売上高は4,684百万円（前年同期比21.3％増）と

なり、営業利益は294百万円（前期比145.0％増）となりました。

全体の状況

（単位：百万円）

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における総資産は6,358百万円となり、前連結会計年度末比175百万円の減少となりました。そ

の主な要因は、現金及び預金の減少185百万円、受取手形及び売掛金の減少426百万円、電子記録債権の増加342百

万円、投資有価証券の増加210百万円等によるものであります。

（負債）

当連結会計年度末における負債は1,420百万円となり、前連結会計年度末比513百万円の減少となりました。その

主な要因は、支払手形及び買掛金の減少429百万円、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）の減少126百

万円等によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は4,937百万円となり、前連結会計年度末比337百万円の増加となりました。そ

の主な要因は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上等による利益剰余金の増加225百万円等によるものであり

ます。
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2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

自己資本比率　（％） 52.3 58.8 61.1 70.3 77.5

時価ベースの自己資本比

率　（％）
40.9 35.1 40.5 38.4 58.2

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（％）
92.3 127.9 78.0 341.4 77.5

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ　（倍）
101.3 91.7 125.3 26.3 82.9

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下資金という)は、前連結会計年度末に比べ、185百万円減少

し、2,549百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況については、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は227百万円(前期は94百万円の収入）でした。主に税金等調整前当期純利益436百

万円、仕入債務の減少362百万円(支出)、売上債権の減少77百万円(収入)及び法人税等の支払額136百万円等によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は204百万円(前期は24百万円の支出）でした。主に鋼製型枠等有形固定資産の取

得による支出143百万円、投資有価証券の取得による支出41百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は209百万円(前期は269百万円の支出）でした。主に長期借入金の返済による支出

126百万円、リース債務の返済による支出27百万円及び配当金の支払額55百万円等によるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

自己資本比率　：　自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率　：　株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率　：　有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ　：　キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注３）キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としておりま

す。
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（４）今後の見通し

物価の上昇やアメリカの政策動向さらに地政学的緊張の増大による原材料の調達難および価格高騰の影響等に十

分注意する必要があり、先行き不透明な状況にありますが、公共投資は底堅く推移するものと予想されます。業界

を取り巻く環境は厳しさを増していくものの、気候変動や地震及び火山による自然災害の激甚化・頻発化に直面す

るなかで、当社グループの主たる業務である港湾、漁港、海岸、河川、砂防分野における波浪、豪雨、土砂災害等

に対する緊急性の高い国の国土強靭化に関わる防災・減災対策事業は、これからも持続可能な社会の実現にとって

必要とされ続けるものと考えております。

当社グループは、年度ごとの災害復旧事業の増減により収益は変動いたしますが、防災・減災に適応する製品・

工法を提供し、持続可能な社会の実現に貢献できる企業を目指し既存事業の成長モデル再生を引き続き進めて参り

ます。

次期の連結業績につきましては、型枠貸与事業の売上高は2,000百万円（前期比31.0％増）、製品販売事業の売

上高4,700百万円（前期比0.3％増）、全売上高6,700百万円（前期比7.9％増）を予想しております。これにより、

営業利益500百万円（前期比41.3％増）、経常利益570百万円（前期比30.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利

益350百万円（前期比24.5％増）を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の利益配分につきましては、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置付け、業績

及び先行きの見通し等を踏まえながら、内部留保とのバランスを考慮しつつ安定的な配当を実施していくことを基

本方針としております。配当水準の向上と安定化を目指し経営基盤の拡充と持続的成長のための施策に引続き取り

組んでまいります。

当期の配当につきましては、１株当たりの期末配当金30円を予定しております。

また、次期の配当は、現時点では、一株当たり年30円（期末配当30円）とする予定であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性および企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財

務諸表を作成する方針であります。

　なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮し、適切に対応していく方針であります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,735,505 2,549,864

受取手形及び売掛金 1,294,881 868,091

電子記録債権 331,055 673,636

商品及び製品 172,207 134,671

原材料及び貯蔵品 6,561 6,189

短期貸付金 － 8,000

未収還付法人税等 5,909 －

その他 195,765 75,799

貸倒引当金 △10,323 △20,047

流動資産合計 4,731,562 4,296,206

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 144,088 138,648

減価償却累計額 △126,637 △123,366

建物及び構築物（純額） 17,450 15,282

鋼製型枠 7,969,617 8,126,351

減価償却累計額 △7,903,641 △8,013,403

鋼製型枠（純額） 65,976 112,948

機械装置及び運搬具 66,112 68,512

減価償却累計額 △56,123 △58,996

機械装置及び運搬具（純額） 9,989 9,516

土地 52,870 52,435

リース資産 165,570 111,785

減価償却累計額 △66,456 △33,495

リース資産（純額） 99,113 78,289

その他 57,983 66,535

減価償却累計額 △55,055 △57,266

その他（純額） 2,928 9,268

有形固定資産合計 248,329 277,740

無形固定資産 14,560 15,000

投資その他の資産

投資有価証券 980,182 1,190,537

退職給付に係る資産 － 15,770

保険積立金 494,849 498,463

繰延税金資産 797 1,446

その他 204,232 203,734

貸倒引当金 △140,733 △140,700

投資その他の資産合計 1,539,327 1,769,250

固定資産合計 1,802,217 2,061,991

資産合計 6,533,779 6,358,198

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 965,886 535,974

電子記録債務 － 61,240

１年内返済予定の長期借入金 126,000 75,000

未払金 182,104 91,580

リース債務 53,827 26,388

未払法人税等 79,831 92,739

契約負債 12,430 －

その他 140,649 156,139

流動負債合計 1,560,729 1,039,063

固定負債

長期借入金 92,500 17,500

リース債務 51,352 57,659

繰延税金負債 108,774 171,706

退職給付に係る負債 88,413 91,856

株式給付引当金 5,444 9,759

その他 26,858 33,013

固定負債合計 373,343 381,494

負債合計 1,934,073 1,420,558

純資産の部

株主資本

資本金 1,004,427 1,004,427

資本剰余金 541,691 541,691

利益剰余金 2,901,757 3,126,931

自己株式 △66,310 △66,065

株主資本合計 4,381,566 4,606,984

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 211,484 320,465

その他の包括利益累計額合計 211,484 320,465

非支配株主持分 6,655 10,189

純資産合計 4,599,706 4,937,639

負債純資産合計 6,533,779 6,358,198
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

売上高 5,515,740 6,211,443

売上原価 3,814,785 4,430,065

売上総利益 1,700,954 1,781,377

販売費及び一般管理費 1,357,716 1,427,612

営業利益 343,238 353,765

営業外収益

受取利息 1,830 3,481

受取配当金 28,868 33,176

貸倒引当金戻入額 3,257 －

棚卸資産処分益 5,107 623

保険解約返戻金 5,612 5,546

受取保険料 5,000 －

業務受託料 193,967 －

助成金収入 － 39,611

雑収入 406 1,045

その他 7,365 3,721

営業外収益合計 251,416 87,206

営業外費用

支払利息 3,581 2,736

為替差損 59 76

業務受託費用 178,323 －

その他 980 409

営業外費用合計 182,944 3,221

経常利益 411,710 437,751

特別利益

固定資産売却益 441 －

特別利益合計 441 －

特別損失

固定資産売却損 － 1,207

特別損失合計 － 1,207

税金等調整前当期純利益 412,151 436,543

法人税、住民税及び事業税 124,990 149,398

法人税等調整額 △2,737 2,593

法人税等合計 122,253 151,992

当期純利益 289,898 284,550

非支配株主に帰属する当期純利益 6,396 3,533

親会社株主に帰属する当期純利益 283,501 281,017

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

当期純利益 289,898 284,550

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △30,709 108,981

その他の包括利益合計 △30,709 108,981

包括利益 259,189 393,532

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 252,792 389,998

非支配株主に係る包括利益 6,396 3,533

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,004,427 541,691 2,674,116 △65,381 4,154,853

当期変動額

剰余金の配当 △55,860 △55,860

親会社株主に帰属する当期
純利益

283,501 283,501

自己株式の取得 △929 △929

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 － － 227,641 △929 226,712

当期末残高 1,004,427 541,691 2,901,757 △66,310 4,381,566

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 242,193 242,193 258 4,397,306

当期変動額

剰余金の配当 △55,860

親会社株主に帰属する当期
純利益

283,501

自己株式の取得 △929

自己株式の処分 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△30,709 △30,709 6,396 △24,312

当期変動額合計 △30,709 △30,709 6,396 202,400

当期末残高 211,484 211,484 6,655 4,599,706

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,004,427 541,691 2,901,757 △66,310 4,381,566

当期変動額

剰余金の配当 △55,840 △55,840

親会社株主に帰属する当期
純利益

281,017 281,017

自己株式の取得 △591 △591

自己株式の処分 △3 836 832

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 225,173 244 225,418

当期末残高 1,004,427 541,691 3,126,931 △66,065 4,606,984

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 211,484 211,484 6,655 4,599,706

当期変動額

剰余金の配当 △55,840

親会社株主に帰属する当期
純利益

281,017

自己株式の取得 △591

自己株式の処分 832

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

108,981 108,981 3,533 112,514

当期変動額合計 108,981 108,981 3,533 337,933

当期末残高 320,465 320,465 10,189 4,937,639

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2024年４月１日
　至　2025年３月31日)

当連結会計年度
(自　2025年４月１日

　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 412,151 436,543

減価償却費 132,945 162,705

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,257 9,723

退職給付に係る資産又は負債の増減額（△は減

少）
△51,724 △12,327

株式給付引当金の増減額（△は減少） 5,444 4,314

受取利息及び受取配当金 △30,698 △36,657

支払利息 3,581 2,736

固定資産売却損益（△は益） △441 1,207

為替差損益（△は益） 59 76

売上債権の増減額（△は増加） 500,816 77,882

棚卸資産の増減額（△は増加） △53,507 37,909

仕入債務の増減額（△は減少） △721,552 △362,899

契約負債の増減額（△は減少） 12,430 △12,430

未払又は未収消費税等の増減額 19,262 △8,262

その他 △38,297 23,618

小計 187,211 324,140

利息及び配当金の受取額 30,696 36,635

利息の支払額 △3,601 △2,748

法人税等の支払額 △119,507 △136,151

法人税等の還付額 － 5,909

営業活動によるキャッシュ・フロー 94,799 227,785

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △58,817 △143,102

有形固定資産の売却による収入 455 92

投資有価証券の取得による支出 － △41,684

貸付金の貸付による支出 － △8,000

保険積立金の積立による支出 △13,431 △13,255

保険積立金の解約による収入 47,256 4,988

その他 － △3,051

投資活動によるキャッシュ・フロー △24,535 △204,012

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △176,000 △126,000

自己株式の取得による支出 △929 △591

自己株式の処分による収入 － 502

リース債務の返済による支出 △36,972 △27,919

配当金の支払額 △55,799 △55,342

財務活動によるキャッシュ・フロー △269,700 △209,350

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △62

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △199,438 △185,640

現金及び現金同等物の期首残高 2,934,943 2,735,505

現金及び現金同等物の期末残高 2,735,505 2,549,864

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社は、2024年２月26日開催の取締役会決議に基づき、当社及び当社グループ会社の従業員（以下「従業

員」といいます。）を対象とする株式交付制度（以下「本制度」といいます。）を導入しております。

(1)取引の概要

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として信託（以下「本信託」といいます。）を設定し、本信託が当社

普通株式（以下「当社株式」といいます。）の取得を行い、従業員のうち一定の要件を充足する者に対して付

与されるポイントに基づき、本信託を通じて当社株式を交付する制度であります。

(2)信託を通じて当社の株式を交付する取引に関する会計処理

　本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。

(3)信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。前連結会計年度末における当該自己株式の帳簿価額は64,954千円、株式数は

39,200株であります。また、当連結会計年度末における当該自己株式の帳簿価額は64,178千円、株式数は

38,732株であります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社の事業区分は、製品およびサービスの販売方法の類似性から「型枠貸与事業」と「製品販売事業」の２区

分であります。これは、当社グループにおける事業の実態をより適切に反映し、セグメント情報の有効性を高め

るものであります。「型枠貸与事業」は、主に消波根固ブロックの製造用鋼製型枠の貸与であります。「製品販

売事業」は、協力工場で製造した護岸ブロック等のコンクリート二次製品、連結した自然石製品、吸出防止、洗

掘防止、遮水等の土木シート製品等の販売であります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針に準

拠した方法であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
型枠貸与事業 製品販売事業

売上高

外部顧客への売上高 1,654,275 3,861,464 5,515,740

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 1,654,275 3,861,464 5,515,740

セグメント利益 223,083 120,154 343,238

セグメント資産 859,449 1,817,908 2,677,357

その他の項目

減価償却費 114,184 17,553 131,738

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 84,174 23,991 108,166

（単位：千円）

報告セグメント

合計
型枠貸与事業 製品販売事業

売上高

外部顧客への売上高 1,527,120 4,684,322 6,211,443

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 1,527,120 4,684,322 6,211,443

セグメント利益 59,331 294,434 353,765

セグメント資産 624,998 1,839,371 2,464,370

その他の項目

減価償却費 140,429 20,972 161,401

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 163,017 31,041 194,058

３．報告セグメントごとの売上高、利益または損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

当連結会計年度（自  2025年４月１日  至  2026年３月31日）

（注）減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用とその償却費が含まれて

　　　おります。
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利益
前連結会計年度

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

報告セグメント計　　（千円） 343,238 353,765

セグメント間取引消去（千円） － －

連結財務諸表の営業利益（千円） 343,238 353,765

資産
前連結会計年度

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

報告セグメント計　　　　 （千円） 2,677,357 2,464,370

全社資産　　　　　（千円）(注) 3,856,422 3,893,828

連結財務諸表の資産の合計 （千円） 6,533,779 6,358,198

減価償却費
前連結会計年度

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

報告セグメント計　（千円） 131,738 161,401

全社減価償却費　　（千円）　(注) 1,207 1,303

連結財務諸表の減価償却費の合計

　　　　　　　　　（千円）
132,945 162,705

有形固定資産及び無形固定資産の増加額
前連結会計年度

（自　2024年４月１日
至　2025年３月31日）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日

至　2026年３月31日）

報告セグメント計　　　（千円） 108,166 194,058

全社有形固定資産及び無形固定資産の増

加額　　　　　　　　　（千円）
－ －

連結財務諸表の有形固定資産及び無形固

定資産の増加額の合計　（千円）
108,166 194,058

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額および当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（差異調整に関する事項）

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投資有価証

券)および管理部門に係る資産等であります。

(注) 全社減価償却費は、主に報告セグメントに帰属しない建物及び構築物等の減価償却費であります。
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型枠貸与事業（千円） 製品販売事業（千円） 合計（千円）

外部顧客への売上高 1,654,275 3,861,464 5,515,740

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

型枠貸与事業（千円） 製品販売事業（千円） 合計（千円）

外部顧客への売上高 1,527,120 4,684,322 6,211,443

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

【関連情報】

前連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

１．製品およびサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

当連結会計年度（自  2025年４月１日  至  2026年３月31日）

１．製品およびサービスごとの情報

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2025年４月１日  至  2026年３月31日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額および未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2025年４月１日  至  2026年３月31日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  2024年４月１日  至  2025年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2025年４月１日  至  2026年３月31日）

　該当事項はありません。
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報告セグメント
合計

型枠貸与事業 製品販売事業

一時点で移転される財

一定の期間にわたり移転

される財

1,300

1,652,975

3,861,464

－

3,862,764

1,652,975

顧客との契約から生じる

収益
1,654,275 3,861,464 5,515,740

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 1,654,275 3,861,464 5,515,740

報告セグメント
合計

型枠貸与事業 製品販売事業

一時点で移転される財

一定の期間にわたり移転

される財

4,624

1,522,496

4,684,322

－

4,688,946

1,522,496

顧客との契約から生じる

収益
1,527,120 4,684,322 6,211,443

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 1,527,120 4,684,322 6,211,443

（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前連結会計年度（自　2024年４月１日　至　2025年３月31日）

（単位：千円）

当連結会計年度（自　2025年４月１日　至　2026年３月31日）

（単位：千円）

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

型枠貸与事業

　型枠貸与事業では、主に消波根固ブロック製作用の鋼製型枠の貸与及び販売を行っております。鋼製型枠の

貸与における主要な履行義務は、鋼製型枠の貸与を行うことであり、顧客が貸与された鋼製型枠を使用して製

作したブロックの個数に基づいて、一定の期間に渡り収益を認識しております。鋼製型枠の販売における主要

な履行義務は鋼製型枠の引き渡しを行うことであり、顧客との契約に基づき鋼製型枠の納入時点で鋼製型枠の

支配が顧客に移転すると判断していることから、顧客へ鋼製型枠を納入した時点で、当該財と交換に受け取る

と見込まれる金額で収益を認識しております。

製品販売事業

　製品販売事業では、主にコンクリート二次製品や土木シートの販売を行っております。製品販売事業におけ

る主要な履行義務は、製品の引き渡しを行うことであり、顧客に製品を納入した時点で製品の支配が顧客に移

転すると判断していることから、顧客へ製品を納入した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込

まれる金額で収益を認識しております。但し「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的

な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転さ

れる時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　認識する収益の金額は、顧客と取り交わした契約書の内容に基づいており、その支払条件についても同様で

あります。これらの取引は、通常、短期のうちに支払期日が到来し、契約に重大な金融要素は含まれておりま

せん。
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（単位：千円）

前連結会計年度 当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 2,125,369 1,625,937

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 1,625,937 1,541,728

契約資産（期首残高） － －

契約資産（期末残高） － －

契約負債（期首残高） － 12,430

契約負債（期末残高） 12,430 －

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当連結会計年

度末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

る情報

(1)契約資産及び負債

　契約負債は、主に、コンクリート二次製品の販売契約に基づき顧客から受け取った前受金に関するものであり

ます。契約負債は、収益認識に伴い取り崩されます。

　前連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、12,430千円であり

ます。

(2)残存履行義務に配分した取引金額

　当社グループにおいては、個別の予想契約期間が１年を超える重要な取引が無いため、実務上の便法を適

用し残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。なお、顧客との契約から生じる対価の中に、取

引価格に含まれていない重要な金額はありません。

前連結会計年度
（自  2024年４月１日

至  2025年３月31日）

当連結会計年度
（自  2025年４月１日

至  2026年３月31日）

１株当たり純資産額 2,520.69 円 2,704.06 円

１株当たり当期純利益 155.55 円 154.22 円

前連結会計年度
（自  2024年４月１日

至  2025年３月31日）

当連結会計年度
（自  2025年４月１日

至  2026年３月31日）

親会社株主に帰属する

　　　　　　当期純利益（千円）
283,501 281,017

普通株主に

　　　　帰属しない金額（千円）
－ －

普通株式に係る親会社株主に帰属

する当期純利益（千円）
283,501 281,017

普通株式の期中平均株式数（株） 1,822,541 1,822,147

（１株当たり情報の注記）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は「従業員向け株式交付信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を連結財務諸表に

おいて自己株式として計上しております。これに伴い、１株当たり純資産額の算定上、当該信託が保有

する当社株式を控除する自己株式に含めており、また、１株当たり当期純利益の算定上、当該信託が保

有する当社株式を「普通株式の期中平均株式数」の計算において控除する自己株式数に含めておりま

す。

　１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は当連結会計年度において38,732

株（前連結会計年度は39,200株）であります。また、１株当たり当期純利益の算定上、控除した当該自

己株式の期中平均株式数は、当連結会計年度において、38,992株（前連結会計年度は39,200株）であり

ます。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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４．その他

役員の異動

（１）　代表取締役の異動

　　　　該当事項はありません。

（２）その他の役員の異動（2026年６月26日付予定）

　　　① 新任監査役候補

　　　　 監査役（常勤）　大門　忠志

　　　② 退任予定監査役

　　　　 監査役（常勤）　冨永　準
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